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ほっかいどうチャレンジテスト
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２学期末問題（第５回）

理科小５ 解答（児童用）

１

エ

花がさくと、風やこん虫、鳥などによって花粉が

運ばれ、おしべの花粉がめしべの先につき、受粉し

てしまうことがあるから、つぼみのときからふくろ

をかぶせておく。

がく

受粉

１

２

３

① しん食

② 運ぱん

③ たい積

７

８

６

１ 10

種子

４

５

９

曲がっている川の外側は水の流れが速いため、川
そとがわ

岸をけずる力が大きくなり、土地のようすが変化し

たり、災 害を起こしたりするから。
さいがい

受粉や種子のほかにも、発芽

や受精など漢字で正しく書くこ

とができるかな？

ア

10

水の流れが速いところでは、しん

食したり、運ぱんしたりするはたら

きが大きくなります。

だから、土地のかたむきが大きい

山の中では、水の流れが速くなって

深い谷ができやすいのね。

反対に、水の流れがゆるやかな平地では、

たい積するはたらきが大きくなるね。

つぼみのうちにふくろをかぶせることで、受

粉をふせぎ、正しく実験することができるね。

流れる水が、地面などを

けずることをしん食、けず

ったものをおし流すことを

運ぱん、積もらせることを

たい積といいます。
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